
 

 

みんなで⽀える森林づくり地域会議の開催状況について 

令和元年度（未報告分） 

地域会議 回数 開催日 ページ 

佐 久 

第１回 令和元年 ７月 29日 （月） １～８ 

第２回 令和２年 ２月 19日 （水） ９～17 

諏 訪 第２回 令和元年 12月 ３日 （火） 18～23 

上伊那 第１回 令和元年 ７月 ２日 （火） 24～32 

南信州 第２回 令和２年 ３月 書面  33 

木 曽 

第１回 令和元年 ７月 24日 （水） 34～36 

第２回 令和２年 ３月 書面  37～40 

松 本 第２回 令和元年 11月 25日 （月） 41～44 

大 北 第２回 令和元年 11月 27日 （水） 45～46 

長 野 第１回 令和元年 ８月 ７日 （水） 47～48 

北 信 

第１回 令和元年 ７月 23日 （火） 49～50 

第２回 令和２年 ２～３月 書面  51 

 

令和２年度 

地域会議 回数 開催日 ページ 

上 田 第１回 令和２年 ７月 ７日 （火） 52～57 

諏 訪 第１回 令和２年 ７月 書面  58～60 

上伊那 第１回 令和２年 ７月 17日 （金） 61～63 

松 本 第１回 令和２年 ７月 ３日 （金） 64～73 

北 信 第１回 令和２年 ７月 書面  74～75 

 

 

 

 資料４ 



 

 

みんなで⽀える森林づくり地域会議での主な意⾒について 
【防災・減災】 

・台風19号のような大災害の時にこそ、森林税を活用した柔軟な対応をお願いしたい。

（R元佐久第２回） 

・子ども達の自然体験学習の継続的な実施も大事だが、防災・減災にもっとシフトしても

よいと感じた。ライフライン等保全対策事業が必要とされる場所は依然として多い。（R

元諏訪第２回） 

・実施面積に対して補助金額の規模感も投入額も多いと言われないような適正な実施が必  

要。（R元木曽第２回） 

・道路への倒木防止事業に関し、もう少し予算をつけても良いのではないか。（R元大北

第２回） 

・河畔林事業は、普段から手の入らない場所の整備により、防災につながっていると思わ

れることから、事業拡充して継続いただきたい。（R２諏訪第１回） 

 

【森林づくり推進支援金】 

・各市町村における検証・評価について、数字など科学的な根拠も入れて、客観的に検証

できるような記載に統一した方が良い。（R元佐久第１回） 

 

【森林税活用事業の安全対策】 

・森林税の事業中に事故が発生しないよう、立木の伐倒方法やチェーンソーの扱いなど安

全対策も取り入れて実施してもらうほうが良い。（R元佐久第２回） 

 

【観光地の森林景観整備】 

・観光地等の景観整備の要望が多い中で事業費が増やされたということで、そうした臨機

応変な対応も重要だと思った。（R元上伊那第１回） 

・過去に木材生産のための人工林として植林したものを、景観確保のため全て皆伐すると

いう性質を持つから、事業の採択には慎重になるべきではないか。（R元北信第１回） 

 

【子どもの居場所の木質化】 

・子どもの居場所だけでなく、高齢者の施設の木質化を図っていく取り組みも必要。（R

元佐久第２回） 

 

【県産材活用】 

・個人の方が小口でも木材を活用したいときに製材所への支援があれば、もっと気軽に木

を親しむ、山に親しむということが可能になるのではと思った。（R元上伊那第１回） 

・行政が木質化に率先して取り組むことで、民間がついてくることもあるのではないか。

（R元長野第１回） 

・学校のカリキュラムに木工体験を取り入れるなど、継続的に森林税で支援できる事業は

無いか。（R元北信第１回） 



 

 

・薪ストーブ、ペレットストーブなどの普及に森林税の利活用等を考えれば、森林税の使

い方の幅が広がるのでは。（R２松本第１回） 

・木製看板などの施設は維持管理されていないとどんどん傷んでしまう。メンテナンスに

よりそれらを維持しなければならない。（R２上伊那第１回） 

 

【人材】 

・森林税を広く活用してもらうには、活動を引っ張るキーマンが必要。市町村を通じて、

地元のキーマンを探すことが必要。（R元諏訪第２回） 

 

【学校林】 

・学校林を保有している学校では、出来るだけ子どもたちを山へ入れるような取組が必

要。（R元松本第２回） 

・子供の経験として森林や木材活用の体験が必要。学校林の復活などもっと活用できない

か。（R２北信第１回） 

 

【新型コロナウイルス感染症による影響】 

・新型コロナウイルス感染症の影響による木材流通の停滞が３月頃から生じている。木材

流通の可能性があるのはバイオマス材くらいしか考えられない。アカマツも枯れて１～

２年ならバイオマス利用も可能なため、各市村には枯れても早めに対応する計画を立て

てほしい。（R２松本第１回） 

 

【広報】 

・会議に出席していれば森林税の実績が分かるが、どこかで県民にPRできたらよいと思

う。（R元上伊那第１回） 

・若い年代の方は地元のフリーペーパーをよく見ているので、フリーペーパーに載せてみ

るのも良いと思う。（R元上伊那第１回） 

・整備して終わりではなく、そこからまた新しい物語が始まるという風に広報していけ

ば、もっと広く伝わっていくのではないかと思った。（R元上伊那第１回） 

・観光客の方に、ハッシュタグを「みんなで支える森林づくり」といれてPRしてもらう

ような仕組みを作ってはどうか。（R元上伊那第１回） 

・森林税の事業がSDGsの推進に役立っているということをより公表したほうが良いので

は。（R元北信第１回） 

 

【その他】 

・森林を整備して維持していくことは大変。森林をいらないという人の山をだれが引き受

けるかが課題。（R元木曽第１回） 

・森林環境譲与税とのすみ分けをきちんと説明できることが今後重要。（R元大北第２

回） 

・地域会議で発言した意見について、どのように今後の森林税に反映されているのか教え

てほしい（R元北信第１回） 
























































































































































